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新教育運動における身体性の問題
一 東洋的宗教1性への憧憬一
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Abstract

Body, which was considered inferior to mind and was despised in the traditional educational discourse of the

Occident, began to receive much attention around the turn from the nineteenth century to the twentieth century.

Those who sought to recover a holistic life often sought to ground themselves in religious concepts of the Orient.

Educators following the trends of their day, among them many theosophists and adherents of "KiSrperkultur", were

attracted to oriental religions mainly by practices that emphasized salvation through the training of the body, as

well as by the promise of a holistic life. Salvation in this sense required neither the belief in an absolute being

(God) nor any mediating institutions (churches). Body concepts in the educational discourse of the period and in

present-day phenomenological studies display remarkable affinities.

1.は じめに 一 教育議論における身体性 一

西洋の子どもたちのあいだでは今、鳥山明の 『ドラゴンボール』が大きなブームとなっているらしい。

この秋に開催された学会であるドレスデン大学教授は、自分の子どもたちもこの例にもれず百巻を超え

るその鳥山作品のいずれかの巻を毎日のように手にしていると語った。何巻の何頁にどのようなエピソー

ドが所収されているかをすでに熟知している子どもたちは、その日の気分によって迷うことなくひとつ

の巻を手にし、その巻のなかのお目当てのエピソードに没頭し、読み終えると満たされた表情で再び日

常の生活へと戻っていくという。『ドラゴンボール』は一言でいえば修行の物語である。一連の修行は

さまざまなかたちで新たなる身体との向き合いを問いかける構成となっている。東洋から発せられた修

行ないしは身体という主題が西洋の関心事になるという現象を、しかしながら歴史はすでに 100年ばか

り前に体験している。19世紀から20世紀にかけての世紀転換期における心性史を紐解くと、工業化 ・

都市化に象徴される文明化のうねりのなかで人間の生の全一性が害われているという危機感を抱いた人々

のあいだで、東洋の一きわめて強い宗教的色調を帯びた―身体観のなかに西洋においては失われつつあ

る人間の生の全一性を回復させる方途を求めようとする動向が確認される。

西洋的まなざしに映る東洋的発想の魅力をその淵源にまでさかのぼってみるならば、「身体を軸とす

る全一」
1という世界観にたどりつくことになると西谷啓治 (1900-1990)は説く。欧日性の科学化」の先

進圏である西洋においては、人間に本来的であるはずの 「全人的な統一点」の保持が早くから脅かされ

1西 谷 2001、 100。この志向性は 「現代」の西洋にとりわけ顕著となりつつあると西谷は分析する。
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